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メルマガ８月（70 号） ＜特集＞会員数が増えているクラブの広報活動 

 

           過疎化の進む離島で、会員が増えているクラブ 

             （奈良尾ナッシーズ 長崎県新上五島） 

 

１．人口減少に対して増えている会員数 

  新上五島町奈良尾地区は長崎港から西へ 80km、五島灘を挟んで小さな島からなる五島列島の

中ほど、中通島の末端にある漁村です。かつて漁業の最盛期には、人口が 1 万人以上にのぼり華

やかに栄えた町でした。しかし、現在では、地区人口は３千人を切り、水産業の低迷もあって、

人口は徐々に減少しています。 

奈良尾ナッシーズ（以下、クラブ）設立当時の地区人口は約 3,000 人、クラブは会員数 33

名（約 1％）で始まりましたが、現在では地区人口約 2,500 人に対して会員数 139 名（約 5%）

と成長しています。世代の内訳は、小学生 37 人、成人 62 人、高齢者 40 人です。中・高校生

は学校部活動を行っているので、敢えて参加を呼びかけていません。 

人口の多い都市に比べると、139 人は少ない会員数かもしれませんが、人口が減少する離島で

会員数と入会率を増やしているのは素晴らしいことです。特に子どもの人口が、設立当時からみ

ると、小学生が 131 人から 86 人に、中学生は 90 人が 59 人に減少している中、小学生の会

員は 37 人もいて、小学生人口の 43％がクラブの会員になっています。 

 

２．クラブの活動状況 

クラブでは、次の３部門での活動をしています。 

  ・サークル部門・・・「健康体操」「グラウンドゴルフ」「ミニバレーボール」など              

  ・スクール部門・・・「ジュニアサッカー」「ミニバスケットボール」など              

  ・イベント・・・・・「ミニバレーボール」「バドミントン」など各種大会  

活動場所は、町や小学校の体育館やグラウンドを比

較的自由に使用できるため、活動場所の確保に問題は

ありません。子どもたちの活動は放課後が主な活動時

間帯なので、小学校を使えるのは便利です。 

高齢者は朝からでもグラウンドゴルフを行い、成人

は夕方から活動するというパターンです。公共交通機

関（バス）は夕方 7 時過ぎにはストップしますので、

夜の活動は制限されます。  

  サークル部門：「健康体操」の１場面 

 

３．会員数の増加背景に離島ならではの「特典」 

クラブの会費は、年会費（中学生以下：500 円、

高校生以上：1,000 円）と参加料（中学生以下：

月 100 円、高校生以上：月 200 円）となってい

ます。テニス・バドミントン・卓球では、用具の

無料貸出しを行っています。 

会員は会員証を示せばクラブ特有の以下の特典

を利用でき、このメリットが会員数増加につなが

っていると考えられます。                  バスケットボール活動 



2 
 

クラブ会員の「特典」は、以下のようになっています。 

  ①会員は長崎市内の特定のホテルに割引価格で宿泊できる。 

  ②会員はレンタカーを割安価格で利用できる。 

  ③会員は五島の特定のスポーツ店で割引価格により購入できる。 

島民は、本土へフェリーや高速船を利用して移動していますが、出航時間が夕方5時で終わり、

遅れると宿泊しなければならない場合が多いため、本土で安く宿泊できると助かります。車をフ

ェリーに乗せなくても、本土でレンタカーを借りれば便利です。このように、離島ならではの魅

力的な「特典」を会員が使用できるのも強みです。 

 

４．「特典」獲得経緯と口コミ 

「特典」は、クラブ会長と事務局長が、ホテルやレンタカー会社、スポーツ店に積極的に働き

かけ、何度もお願いして得た会員へのサービスです。会長は何にでも前向きかつ積極的で行動力

を持ち、事務局長は箱根駅伝を走った経験から「粘りと行動力」があります。会長と事務局長と

のコンビネーションの結果と言えるでしょう。 

クラブでは、特別なチラシや広報誌は発行していません。事務所にポスターを掲示しているだ

けですが、「特典」は「口コミ」で広まり、会員増加につながっているようです。「『口コミ』が一

番の宣伝である」と事務局長は言っています。 

小さくても、地域住民に役立つ「きらりと光る」クラブが、奈良尾ナッシーズです。 

                   （島内徹郎 長崎県クラブ育成アドバイザー） 

 

                

 

 

 

     ※ロゴマーク（カサゴ）は旧奈良尾町の提供です。 

 

【奈良尾ナッシーズ  プロフィール】 

 １．設 立  設立年月日：平成 19年 6月 17 日設立 

        設立経緯：離島で過疎化が進む漁業の街が、平成 16年、５つの町の合併を契機

にできたクラブ。合併で行政機関も中心部に寄せられ、地域が更に衰退する

ことを心配した旧奈良尾町の現事務局長の今川氏が、体育指導委員長の宮崎

氏を誘って、総合型地域スポーツクラブ設立準備に入り、「いつまでも、楽し

く、親しめる」クラブづくりを目指して設立した。 

 ２．地 域  人口：約 2,576 人（旧奈良尾町） 

特徴：漁業の町。現在は過疎化が進み、高齢化率 40％近く、若い人は島外に働

きに出向いている。 

 ３．クラブ  会員数：139 名 

 ４．連絡先  住所：〒853-3101 長崎県南松浦郡新上五島町奈良尾郷 473－3 

        TEL ０９５９－４４－０６８５（奈良尾総合体育館内） 

 

 

関連リンク：島内徹郎氏プロフィール 

http://www.japan-sports.or.jp/local/outline/adviser/42.html 


